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塩化ナトリウム　表 

大 量 投 与  
悪心・嘔吐等の消化器症状，高ナトリウム血 
症，うっ血性心不全，浮腫 

頻　度　不　明 

塩化ナトリウム  

Sodium Chloride

承 認番号 （６０ＡＭ）３６８６ 
薬 価 収 載 
販 売 開 始 １９８５年８月 

１９８５年８月 

【組成・性状】 
　本剤は塩化ナトリウムの原末で，無色又は白色の結晶又は結晶性の

粉末である。 

 
 

【効能・効果】 
　食塩喪失時の補給 

 

 
【用法・用量】 

　塩化ナトリウムとして，通常成人１回１～２ｇをそのまま，
又は水に溶かして経口投与する。 
　なお，年齢，症状により適宜増減する。 

 

 
【使用上の注意】 

１．慎重投与（次の患者には慎重に投与すること） 
　①心臓，循環器系機能障害のある患者［循環血液量を増すこ
　　とから心臓に負担をかけ，症状が悪化するおそれがある。］ 
　②腎障害のある患者［水分，塩化ナトリウムの過剰投与に陥
　　りやすく，症状が悪化するおそれがある。］ 
２．副作用 
　本剤は使用成績調査等の副作用発現頻度が明確となる調査を
　実施していない。 
　副作用が認められた場合には，投与を中止するなど適切な処
　置を行うこと。 

１，２，３） 

３．高齢者への投与 
　一般に高齢者では生理機能が低下しているので減量するなど
　注意すること。 
 
 

【薬 効 薬 理】 
　塩化ナトリウムは血清の無機成分の９０％以上を占め，細胞外液の浸

透圧の維持に係る主要な因子となっている。 

　塩化ナトリウムは塩類作用を呈し，その吸収によって体液の浸透圧

は上昇し，組織水分は体液中に吸収され，組織代謝が亢進し，利尿作

用を現す。 

　塩化ナトリウムの欠乏はアルカローシス，けいれん，ときに筋肉の

興奮を伴う嘔吐，異常発汗に基づく熱けいれんなどの原因となり，ま

たアジソン病に似た脱力症状を示すことがある。 

【有効成分に関する理化学的知見】 
一般名：塩化ナトリウム 

化学名：ｓｏｄｉｕｍ ｃｈｌｏｒｉｄｅ 

分子式：ＮａＣｌ 

分子量：５８．４４ 

性　状：無色又は白色の結晶又は結晶性の粉末である。水に溶けやす 

　　　　く，エタノール（９９．５）にほとんど溶けない。 

 

 

【包　　　装】 
　　　　　　　　　　　　　　　２ｋｇ（１ｋｇ×２） 
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